
巫
女
「
小

町
」
覚
書

明

川
　
　
忠
　
　
夫

　
小
町
伝
説
を
採
録
す
る
た
め
に
各
地
を
訪
れ
る
と
、
巫
女
的
小
町
の
痕
跡
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
小
町
伝
説
の
伝
播
者
は
、
遊
行
女
婦
と
言
わ
れ
て

い
る
。
巫
女
、
遊
女
、
比
丘
尼
の
類
で
あ
る
。
こ
の
説
は
今
や
定
着
し
て
い
る

が
、
小
町
は
巫
女
だ
と
い
う
直
接
的
に
記
述
し
て
い
る
古
典
は
、
今
ま
で
た
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
大
島
健
彦
氏
校
注
訳
の
「
小
町
草
子
」
（
『
お
伽
草
子
集
』
小
学
館
）
か
ら
啓

発
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
小
町
が
零
落
放
浪
す
る
姿
の
注
に
古
写
本
の
引
用
が

あ
り
、
「
こ
し
に
は
あ
っ
さ
の
弓
を
張
り
」
と
書
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

「
小
町
草
子
」
は
古
写
本
と
板
本
が
あ
り
、
板
本
（
寛
文
年
問
頃
）
が
定
本

と
た
っ
て
い
る
。
古
写
本
は
『
小
野
の
小
町
双
子
』
　
（
東
大
国
文
学
研
究
室
蔵

『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
五
所
載
）
と
い
い
、
天
文
十
四
年
（
一
五
四
五
）
の

奥
書
が
あ
る
。
古
写
本
は
、
書
写
し
た
人
が
「
ふ
し
ん
お
二
く
侯
へ
共
、
本
の

ま
上
書
是
了
」
と
い
う
ほ
ど
誤
写
が
多
く
、
意
味
も
通
り
に
く
い
が
、
二
っ
を

　
　
　
　
　
巫
女
「
小
町
」
党
書

重
ね
合
わ
せ
る
と
、
小
町
の
特
徴
が
二
つ
把
え
ら
れ
る
。

　
一
つ
は
冒
頭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
◎
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ

　
板
本
　
　
そ
も
そ
も
、
清
和
の
頃
、
内
裏
に
小
町
と
い
う
色
好
み
の
遊
女
あ

　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
　
　
ｏ
　
ｏ
　
　
ｏ
　
　
◎
　
　
ｏ

　
古
写
本
　
抑
、
せ
い
わ
の
こ
ろ
、
小
野
小
町
と
い
ふ
色
こ
の
み
の
女
あ
り

で
あ
り
、
一
つ
は
、
小
町
が
零
落
放
浪
す
る
姿
の
描
写
に

　
板
本
　
　
雪
を
い
た
だ
き
て
、
額
に
苦
海
の
波
を
た
た
へ
、
身
に
は
頸
ま
で

　
　
　
　
笈
摺
を
か
け
…
…

　
　
　
　
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
◎
Ｏ
◎
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

　
古
写
本
　
こ
し
に
は
あ
つ
さ
の
弓
を
張
り
、
か
し
ら
に
は
せ
ん
と
う
の
雪
を

　
　
　
　
い
た
た
き
、
ひ
た
い
に
は
、
四
海
の
た
み
を
た
た
み
、
耳
に
は
お
ほ

　
　
　
　
ろ
に
目
は
か
す
み
・
・
…

（
。
。
点
筆
者
）
と
あ
る
。
「
色
こ
の
み
の
女
」
と
「
色
好
み
の
遊
女
」
の
記
述

は
、
古
写
本
、
板
本
と
も
二
箇
所
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
混
同
は
た

い
。
ど
ち
ら
が
い
い
の
か
は
推
定
の
域
を
出
た
い
が
、
も
と
も
と
遊
女
は
巫
女

的
性
格
を
兼
ね
て
い
る
の
で
、
遊
女
と
し
て
も
間
違
い
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



巫
女
「
小
町
」
覚
書

）

盛

鰻
奏
｝
一

洲

冬

一
　
、

山彙図
－
蒙訓倫人ぴこみさづあ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
　
Ｏ
　
Ｏ
　
　
◎

巻
七
〇
に
「
白
頭
姻
取
二
梓
弓
之
折
一
」
や
『
新
猿
楽
記
』

　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
か
む
な
ぎ
　
　
　
う
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
　
〇

六
五
）
に
「
四
御
許
者
蜆
女
也
、
卜
占
、
神
遊
、
寄
弦
、

（
・
。
点
筆
者
）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
古
く
か
ら
梓
巫
女
は
活
躍
し
て

い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

小
町
は
遊
女
で
あ
り
、
梓
巫
女
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
平
安
時
代

の
小
町
が
そ
う
だ
と
言
う
の
で
は
な
い
。
中
世
の
小
町
の
一
人
が
梓
巫
女
で
あ

り
、
遊
女
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

梓
巫
女
と
い
う
の
は
、
神
の
依
代
の
梓
の
木
で
つ
く
っ
た
弓
の
弦
を
台
の
上

　
後
老
は
そ
の
ま
ま

”
小
町
は
梓
巫
女
”
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

「
こ
し
に
は
あ
つ
さ
の

弘
を
張
り
」
と
は
、
腰

に
梓
弓
を
さ
し
て
歩
く

姿
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

梓
巫
女
の
こ
と
は
謡
曲

「
葵
上
」
や
『
お
伽
草
子
』

の
「
鼠
草
子
」
に
み
え

る
。
古
く
は
『
政
事
要

略
」
（
一
〇
〇
九
年
頃
）

　
（
一
〇
五
八
～
一
〇

　
◎
　
　
０

　
口
寄
之
上
手
也
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

で
鳴
ら
し
、
霊
を
口
寄
せ
す
る
巫
女
の
こ
と
で
あ
る
。
生
霊
（
生
口
）
、
死
霊

（
死
口
）
、
吉
凶
（
神
口
）
を
口
寄
せ
す
る
。
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
霊
は
、
巫
女
の

口
を
通
し
て
語
ら
れ
る
。
東
北
地
方
に
残
る
「
イ
タ
コ
」
と
同
じ
で
あ
る
。
梓

巫
女
の
多
く
は
歩
き
巫
女
で
、
口
寄
せ
に
よ
っ
て
「
全
生
活
を
支
え
ね
ぱ
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

た
い
の
で
、
芸
能
化
や
売
色
へ
の
傾
き
を
早
く
か
ら
持
っ
て
」
い
た
よ
う
だ
。

こ
の
「
芸
能
化
や
売
色
」
は
、
巫
娼
（
遊
女
）
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
梓
巫
女
を
含
む
歩
き
巫
女
が
、
ま
た
「
死
後
の
供
養
の
他
に
。
六
道
輪
廻
の
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

語
や
縁
起
物
を
語
っ
た
り
」
す
る
の
も
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
「
小
町
草

子
」
が
、
　
「
比
物
語
を
聞
く
人
、
ま
し
て
読
ま
ん
人
は
観
音
の
三
十
三
体
を
つ

く
り
、
供
養
し
た
る
に
等
し
き
な
り
」
と
観
音
信
仰
と
結
び
つ
い
た
本
地
課
の

ヵ
タ
リ
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
歩
き
巫
女
の
現
わ
れ
で
あ
ろ

う
。
歩
き
巫
女
の
唱
導
に
は
多
く
の
レ
バ
ー
ト
リ
ー
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
の

一
つ
が
小
町
物
で
は
た
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

二

　
小
町
を
漂
泊
の
歩
き
巫
女
と
す
る
と
、
謡
曲
の
小
町
物
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
。
「
卒
都
婆
小
町
」
で
は
、
落
塊
し
た
小
町
が
狂
乱
状
態
に
な
っ

て
、
若
か
り
し
頃
の
小
町
を
語
る
。
　
「
恥
か
し
な
が
ら
…
…
出
羽
の
郡
司
小
野

良
実
が
女
…
…
。
」
さ
ら
に
小
町
は
僧
と
問
答
す
る
中
で
、
「
狂
乱
の
心
愚
き
て

声
変
り
」
し
、
深
草
の
少
将
の
霊
が
の
り
う
つ
る
。
や
が
て
、
狂
乱
状
態
を
脱



し
た
小
町
は
、
仏
道
に
帰
依
し
て
悟
り
の
道
に
入
っ
て
い
く
。

　
こ
こ
に
、
口
寄
せ
巫
女
に
懸
い
た
小
町
や
少
将
の
姿
を
ほ
う
ふ
っ
さ
せ
る
と

と
も
に
、
唱
導
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
内
容
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

北
川
忠
彦
氏
は
、
謡
曲
の
小
町
物
に
っ
い
て
、
注
目
す
べ
き
ま
と
め
方
（
『
観

阿
弥
の
芸
流
」
）
を
さ
れ
て
い
る
の
で
、
長
く
な
る
が
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し

た
い
。

　
○
　
小
町
物
は
老
女
ス
タ
イ
ル
が
多
い
。
小
町
の
老
後
零
落
伝
説
に
謡
曲
の

　
　
作
者
は
着
目
し
た
。
老
女
の
”
老
〃
は
、
能
に
１
お
い
て
特
別
た
意
味
を
持

　
　
っ
て
い
る
。
　
”
老
”
は
神
に
近
く
、
現
実
と
非
現
実
を
結
ぶ
超
能
力
を
持

　
　
っ
と
も
さ
れ
て
い
た
。
　
”
老
〃
を
通
し
て
、
ご
く
自
然
に
夢
幻
の
世
界
の

　
　
導
入
や
正
気
世
界
か
ら
狂
気
世
界
へ
の
転
換
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
。

　
○
　
小
町
物
の
多
く
は
舞
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
草
子
洗
小
町
、
関
寺
小
町
、

　
　
鵜
鵡
小
町
は
、
筋
の
上
で
必
要
で
な
い
舞
で
あ
る
。
　
『
三
道
』
に
「
伊
勢
、

　
　
小
町
、
砥
王
、
砥
女
、
静
、
百
万
、
か
く
の
如
き
遊
女
」
と
記
し
て
い
る
。

　
　
こ
の
「
遊
女
」
と
は
舞
手
の
こ
と
で
あ
る
。

　
○
　
小
町
も
の
が
物
狂
人
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
通
小
町
、
卒
都
婆
小

　
　
町
、
関
寺
小
町
は
、
愚
き
物
の
物
狂
で
あ
る
。
鶉
鵡
小
町
、
草
子
洗
小
町

　
　
は
物
狂
で
は
な
い
の
に
、
物
狂
の
ス
タ
ィ
ル
の
「
物
着
」
と
し
て
舞
う
と

　
　
こ
ろ
に
も
、
物
狂
の
痕
跡
が
感
じ
と
れ
る
。

北
川
氏
は
、
以
上
の
説
明
を
し
た
後
、
「
こ
こ
に
－
お
い
て
想
定
さ
れ
る
の
が
、

　
　
　
　
　
巫
女
「
小
町
」
覚
書

柳
田
国
男
氏
ら
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
る
小
野
氏
祭
人
説
に
１
つ
な
が
る
小
町
巫
女

説
で
、
前
に
述
べ
た
巫
女
Ｈ
物
狂
と
い
う
線
を
考
え
て
み
る
と
、
小
野
小
町
を

名
乗
る
遊
行
の
女
芸
人
の
姿
が
こ
こ
で
も
浮
ん
で
く
る
。
」
と
ま
と
め
て
お
ら

れ
る
。

　
「
小
町
草
紙
」
の
古
写
本
と
板
本
の
中
で
あ
げ
た
、
小
町
は
梓
巫
女
で
あ
り
、

遊
女
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
理
由
が
、
北
川
氏
の
説
明
で
は
っ
き
り
す
る
。

古
写
本
は
、
小
町
巫
女
説
の
大
き
た
傍
証
と
な
ろ
う
。

　
小
町
物
を
巫
女
の
立
場
か
ら
見
た
が
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
狂
女
物
に
巫
女

の
姿
を
見
る
こ
と
は
早
く
か
ら
あ
る
。
従
っ
て
、
巫
女
は
小
町
物
に
限
定
さ
れ

な
い
が
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
た
い
。

三

　
そ
れ
に
し
て
も
、
ど
う
し
て
遊
女
に
小
町
物
は
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
遊
女
の
「
遊
」
は
巫
女
の
遊
行
の
「
遊
」
で
あ
り
、
芸
能
（
当
然
、
舞

も
含
む
）
の
「
遊
」
で
あ
る
。
そ
し
て
売
色
も
合
ま
れ
る
。
山
上
伊
豆
母
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

言
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
芸
能
巫
女
」
な
の
で
あ
る
。

　
小
町
伝
説
は
『
古
今
集
』
の
小
町
の
歌
、
十
八
首
を
母
胎
と
し
、
『
小
町
集
』

が
生
成
さ
れ
て
い
く
が
、
　
『
小
町
集
』
の
歌
の
多
く
は
、
小
町
的
た
歌
で
あ
っ

て
も
、
小
町
真
作
の
歌
で
は
た
い
。
作
老
に
小
町
が
姉
、
小
町
が
う
ま
ご
（
孫
）
、

小
町
が
め
い
、
小
町
が
い
と
こ
が
登
場
す
る
の
も
信
用
で
き
な
い
。
古
今
の
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九



　
　
　
　
　
巫
女
「
小
町
」
覚
書

み
人
知
ら
ず
の
歌
が
、
多
く
入
っ
て
い
る
の
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
、
小

町
伝
説
が
一
人
歩
き
し
だ
し
た
位
相
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
小
町
集
』

の
成
立
は
千
年
前
後
と
言
わ
れ
る
が
、
平
安
中
期
か
ら
末
期
に
か
げ
て
、
多
く

の
芸
能
巫
女
が
小
町
的
な
歌
の
担
い
手
と
し
て
登
場
し
て
き
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
。
逆
に
言
え
ぱ
、
小
町
伝
説
は
零
落
放
浪
す
る
話
と
な
っ
て
芸
能
巫
女
に

受
け
入
れ
ら
れ
、
流
布
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
零
落
放
浪
の
小
町
伝
説

の
中
に
、
已
の
漂
泊
の
姿
を
か
い
ま
見
、
自
ら
の
人
生
経
験
を
小
町
に
託
し
て
、

歌
い
、
舞
い
語
っ
た
の
で
は
た
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
わ
び
ぬ
れ
ぱ
身
を
う
き
草
の
根
を
絶
え
て
誘
ふ
水
あ
ら
ぱ
い
な
む
と
ぞ
思

　
　
ふ

　
『
古
今
集
』
の
小
町
の
歌
で
あ
る
。
わ
び
し
く
暮
し
て
い
る
の
で
、
男
が
誘

っ
た
ら
私
（
浮
草
）
は
ど
こ
へ
で
も
行
こ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
小
町
が
ど
ん

な
意
図
で
歌
っ
た
の
か
は
、
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
歌
は
『
古
今
著
聞
集
』

や
『
十
訓
抄
』
の
小
町
伝
説
に
引
用
さ
れ
、
好
色
小
町
と
規
定
さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
し
て
、
こ
の
好
色
小
町
は
、
　
「
小
町
草
紙
」
の
「
遊
女
小
町
」
に
つ
な
が
る

の
で
あ
る
。
芸
能
巫
女
の
現
実
が
、
　
「
浮
草
」
と
「
誘
ふ
」
に
語
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
中
世
の
人
は
感
じ
、
好
色
小
町
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
逆
に
芸
能
巫

女
に
と
っ
て
は
、
己
れ
の
わ
び
し
い
漂
泊
の
世
界
を
こ
の
歌
か
ら
感
じ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　
　
心
か
ら
浮
き
た
る
舟
に
乗
り
そ
め
て
ひ
と
日
も
浪
に
ぬ
れ
ぬ
日
ぞ
た
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

　
『
小
町
集
』
二
番
め
の
歌
で
あ
る
。
出
典
は
『
後
撰
集
』
で
あ
る
が
、
小
町

真
作
と
は
断
定
で
き
た
い
。
自
分
の
本
意
で
浮
き
た
る
舟
（
浮
気
た
男
）
と
一

緒
に
た
っ
た
が
、
涙
が
で
な
い
目
が
な
い
ほ
ど
、
っ
ら
い
目
が
っ
づ
く
。
あ
あ
、

私
は
軽
は
ず
み
な
こ
と
を
し
た
と
い
う
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
実
は
『
新
撰

朗
詠
集
』
（
平
安
末
期
）
下
、
遊
女
の
項
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
次
の
傍
注
が

つ
い
て
い
る
。

　
遊
女
欲
レ
乗
二
商
人
船
一
船
人
以
。
梶
打
二
懸
水
↓
以
レ
袖
掩
。
面
泣
唱
二
此
歌
｝

　
言
作
者
小
野
小
町

　
遊
女
は
、
小
端
舟
を
商
人
船
に
漕
ぎ
寄
せ
乗
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
船
人
が

水
を
打
懸
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
遊
女
が
「
心
か
ら
」
の
歌
を
歌
っ
た
の
は
、

遊
女
の
定
め
な
き
漂
泊
の
つ
ら
さ
、
或
い
は
女
の
弱
さ
が
歌
わ
れ
て
い
る
と
思

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
遊
女
と
小
町
が
重
な
っ
て
見
え
る
よ
う
な
歌
で
あ
る
。

　
浅
見
和
彦
氏
は
、
　
「
心
か
ら
」
の
歌
に
っ
い
て
述
べ
た
後
、
　
「
小
町
の
歌
と

遊
女
と
の
接
点
は
…
（
中
略
）
…
遊
女
達
の
歌
が
逆
に
「
小
町
的
な
る
も
の
」
を

造
成
し
、
本
家
の
小
町
家
集
に
流
入
し
て
い
っ
た
と
い
う
の
が
大
体
の
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　

で
は
な
か
ろ
う
か
Ｌ
と
云
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　
遊
女
の
歌
は
、
す
で
に
『
万
葉
集
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
平
安
時
代
は

『
古
今
集
』
『
後
撰
集
』
『
後
拾
遺
集
』
『
詞
花
集
』
に
。
鎌
倉
時
代
に
は
『
新

古
今
集
』
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
江
口
や
神
崎
な
ど
の
遊
女
の
歌
で
あ
る
。



亭
子
の
帝
（
宇
多
法
皇
）
が
鳥
養
院
で
船
遊
び
を
し
た
時
、
多
く
の
遊
女
、

傭
偶
女
が
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
が
、
『
十
訓
抄
』
（
１
０
の
５
０
）
に
み
え
て
い

る
。
こ
の
時
に
歌
っ
た
白
女
（
江
口
の
遊
女
）
の
歌
が
『
古
今
集
』
に
入
っ
て

い
る
が
、
白
女
は
大
江
音
人
の
子
、
玉
淵
の
娘
と
い
う
。
こ
の
話
は
、
平
安
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

頃
か
ら
貴
族
が
江
口
や
神
崎
に
し
ば
し
ぱ
出
入
り
し
、
遊
女
を
妻
妾
に
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
を
示
し
て
い
る
。
平
安
末
期
に
な
る
と
、
　
『
公
卿
補
任
』
に
、
母
遊
女
と
か
白

抽
子
が
多
く
記
載
さ
れ
て
く
る
の
も
、
そ
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
遊
女
に
も
上
下

が
あ
っ
た
が
、
江
口
や
神
崎
の
遊
女
は
中
世
に
ー
か
げ
て
、
さ
ら
に
貴
族
と
対
等

に
。
交
際
し
、
権
門
へ
の
出
入
り
も
自
由
だ
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
網
野
善
彦
氏

　
　
　
　
¢

の
「
無
縁
」
の
説
明
で
明
ら
か
で
あ
る
。
遊
女
た
ち
の
歌
が
歌
集
に
記
載
さ
れ

て
い
く
の
は
、
こ
う
し
た
状
況
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
『
小
町
集
』
成
立
の

背
景
も
同
様
に
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
小
町
の
出
自
は
『
古
今
集
目
録
』
　
（
平
安
中
期
）
に

　
出
羽
国
郡
司
女
。
或
言
母
衣
通
姫
云
六
。
号
二
比
右
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
っ
た
く
あ
て
に
た
ら
た
い
。
貴
族
の
女
で
あ
る
た
ら
、

当
然
た
ん
ら
か
の
捗
で
、
他
の
文
献
に
記
載
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
た
の
に
、

『
古
今
集
』
成
立
の
時
点
で
、
小
野
姓
し
か
伝
っ
て
い
な
い
。
ど
こ
に
、
そ
の

原
因
、
が
あ
る
の
か
。
采
女
説
や
更
衣
説
か
ら
で
た
く
、
遊
女
や
歩
き
巫
女
の
側

か
ら
、
再
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
、
猿
女
の
君
（
巫
女
）
が
、
そ

の
鍵
を
に
ぎ
っ
て
い
る
こ
と
に
た
る
。

　
　
　
　
　
巫
女
「
小
町
」
覚
書

　
　
　
　
　
　
　
四

　
巫
女
的
小
町
の
痕
跡
は
、
今
も
各
地
で
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
い
　
か
　
が

　
五
十
日
と
い
う
ム
ラ
で
は
、
火
事
難
産
が
絶
え
た
か
っ
た
。
甚
兵
衛
は
、
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

宅
に
滞
在
し
て
い
る
小
町
に
相
談
す
る
と
、
小
町
は
「
五
十
目
」
の
「
日
」
は

「
火
事
」
に
通
ず
る
か
ら
い
げ
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
、
　
「
五
十
日
」
を
「
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

十
河
」
と
改
め
た
と
こ
ろ
火
事
難
産
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
（
京
都
府
中
郡
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
る

宮
町
五
十
河
）
。
　
ま
た
、
小
町
は
、
姪
が
多
く
て
村
人
が
困
っ
て
い
る
の
を
見

　
　
　
　
　
　
　
＠

て
、
蛭
封
じ
を
し
た
（
岡
山
県
都
窪
郡
清
音
村
黒
田
）
。
秋
田
県
雄
勝
町
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

小
町
が
愛
弄
し
た
と
い
う
大
き
た
披
璃
玉
が
伝
っ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
巫
女
が

占
い
に
使
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
に
巫
女
小
町
の
姿
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
病
気
を
直
す
小

町
に
至
っ
て
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
小

町
伝
説
地
に
あ
る
の
は
、
　
「
泉
」
　
「
池
」
　
「
井
戸
」
の
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

い
わ
ゆ
る
小
町
化
粧
の
井
戸
と
か
、
姿
見
の
井
戸
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の

だ
が
、
た
普
存
在
し
た
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　
中
山
太
郎
氏
は
、
化
粧
の
井
戸
た
ど
が
各
地
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
巫
女
が

水
を
見
て
占
っ
た
た
め
で
あ
る
。
例
と
し
て
、
水
面
を
凝
視
す
る
現
代
の
巫
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

の
例
（
福
岡
県
）
を
二
っ
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
小
町
伝
説

の
カ
タ
リ
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
は
た
い
の
で
、
疑
問
が
の
こ
る
。
こ
こ
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



巫
女
「
小
町
」
覚
書

聾
＝
’
．

脇
甥

　
、
　
」・
市

　
沢
　
米

各
地
の
小
町
伝
説
を
あ
げ
る
と
、

・
　
水
は
絶
え
た
こ
と
が
な
い
。
今
で
も
出
て
出
て
困
る
く
ら
い
で
す
。
き
き

　
ん
に
な
っ
て
も
、
大
体
二
尺
か
一
尺
五
寸
く
ら
い
（
水
位
が
下
っ
て
も
）
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
れ
以
上
、
下
が
ら
な
い
（
富
岡
市
相
野
町
）
。

・
　
小
町
は
、
そ
こ
の
井
戸
で
洗
濯
を
し
た
。
か
っ
て
は
洗
井
と
い
う
地
名
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
っ
た
。
井
戸
は
今
も
使
用
で
き
る
（
美
濃
加
茂
市
蜂
屋
町
）
。

・
　
水
は
枯
れ
た
こ
と
が
た
い
。
薬
効
が
あ
る
の
で
、
戦
後
、
小
町
温
泉
が
で

　
　
＠

　
き
た
（
倉
敷
市
羽
島
）
。

。
　
あ
の
化
粧
の
水
は
、
増
え
も
せ
ず
減
り
も
し
た
い
。
ど
ん
な
ひ
で
り
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
潤
れ
た
こ
と
が
た
い
。
小
町
が
そ
こ
で
行
を
し
た
と
こ
ろ
と
い
う
（
福
知
山

　
市
小
野
脇
）
。

　
以
上
で
わ
か
る
こ
と
は
、
　
「
ひ
で
り
の
時
に
も
潤
れ
た
こ
と
が
た
い
」
と
い

う
こ
と
で
、
感
謝
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
水
面
に
姿
を
写
し
た
と
か
、
水

で
吉
凶
を
占
っ
た
と
い
う
話
は
伝
っ
て
い
た
い
。

　
こ
の
伝
説
は
、
別
に
小
町
で
な
く
て
も
、
弘
法
の
清
水
や
比
丘
尼
池
等
に
も

た
り
う
る
の
だ
が
、
小
町
化
粧
の
井
戸
た
ど
と
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
何
か
秘
密
が
か
く
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
弘
法
大
師
は
杖
の
呪
力
に
よ
っ

て
水
を
出
す
が
、
小
町
は
ど
う
し
て
水
を
出
し
た
の
か
。

　
厚
木
市
小
野
に
あ
る
小
町
井
戸
は
、
水
に
困
っ
て
い
る
村
人
を
見
て
、
小
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

が
「
こ
こ
を
堀
っ
て
ご
ら
ん
」
と
い
っ
て
堀
ら
せ
た
と
い
う
。
年
中
、
澗
れ
ぬ

井
戸
だ
と
言
う
。
こ
の
話
が
小
町
化
粧
の
井
戸
の
も
と
の
彩
で
は
な
か
っ
た
か
。

水
を
も
た
ら
す
歩
き
巫
女
が
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
角
川
源
義
氏
は
「
近
江
に
進
出
し
た
和
適
氏
は
、
水
の
呪
術
を
自
由
に
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

水
系
の
管
理
者
と
し
て
栄
え
た
」
主
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
導
き
だ
さ

れ
る
の
は
、
和
遜
氏
の
衰
退
に
と
も
た
っ
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
た
、
和
適
氏
と

同
祖
の
小
野
氏
で
あ
る
。
小
野
氏
は
猿
女
と
と
も
に
、
水
系
の
管
理
の
権
利
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ひ
き
っ
ぎ
「
代
々
、
水
の
聖
職
に
携
わ
」
っ
て
流
浪
し
た
よ
う
で
あ
る
。
言
い

か
え
れ
ぱ
平
安
時
代
に
な
っ
て
猿
女
の
職
能
が
衰
退
し
て
い
く
中
で
、
小
野
氏

を
名
乗
る
歩
き
巫
女
（
猿
女
の
流
れ
を
く
む
）
が
、
　
「
聖
な
る
水
の
力
を
魂
触



　
　
　
ゆ

り
し
つ
つ
」
各
地
に
水
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
化
粧
の
井
戸
に
た
っ
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ろ
う
。
化
粧
は
「
要
す
る
に
祭
の
式
の
準
備
」
で
あ
り
、
「
水
面
に
そ
の
姿
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

写
し
て
化
粧
を
す
ま
す
こ
と
は
、
神
格
の
者
に
仕
え
る
身
」
と
た
る
と
い
う
。

こ
れ
は
明
ら
か
に
巫
女
を
さ
し
て
い
る
。
先
に
あ
げ
た
福
知
山
の
「
小
町
が
そ

こ
で
行
を
し
た
」
の
も
祭
祀
と
関
っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、

「
小
野
」
の
小
町
の
化
粧
の
井
戸
が
伝
説
化
さ
れ
る
。

　
宮
田
登
氏
は
柳
田
国
男
説
を
引
用
し
て
、
弘
法
大
師
の
清
水
伝
説
が
、
い
つ

も
老
婆
を
相
手
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
老
婆
が
か
っ
て
比
丘
尼
（
巫
女
）

で
あ
っ
た
こ
と
を
現
わ
し
て
い
な
い
か
。
泉
の
水
で
、
神
を
祀
っ
た
姥
の
口
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

ら
弘
法
清
水
が
説
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
示
唆
に
と
む
見

方
で
あ
る
。
遊
行
女
婦
（
巫
女
、
遊
女
、
比
丘
尼
な
ど
）
が
遊
行
す
る
時
、
ま

た
は
、
遊
行
女
帰
が
聖
（
高
野
聖
、
時
宗
聖
た
ど
）
と
と
も
に
１
唱
導
の
遊
行
を

す
る
中
で
、
あ
る
時
は
弘
法
の
清
水
と
し
て
、
あ
る
時
は
小
町
の
化
粧
井
戸
と

し
て
語
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
各
土
地
に
み
あ
っ
た
伝
説
や
縁
起
を
取

り
入
れ
て
、
積
極
的
に
語
る
こ
と
が
、
唱
導
へ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
生
活
の
糧

で
も
あ
っ
た
。
和
泉
式
部
、
大
礎
の
虎
、
松
浦
佐
用
姫
、
比
丘
尼
な
ど
に
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

わ
る
泉
や
池
も
お
そ
ら
く
同
様
で
あ
ろ
う
。
小
町
薬
師
霊
験
講
が
全
国
に
伝
播

さ
れ
て
い
る
の
も
、
泉
を
薬
泉
と
し
て
継
承
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
小
町
伝
説
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
と
交
錯
し
な
が
ら
生
き
っ
づ
け
て
い
る
が
、

水
に
ま
つ
わ
る
巫
女
の
痕
跡
が
も
と
の
ま
ま
で
あ
る
の
は
興
味
ぶ
か
い
。

　
　
　
　
　
巫
女
「
小
町
」
覚
書

◎
　
盛
田
嘉
徳
『
河
原
巻
物
』
二
二
二
～
二
二
三
頁
。

◎
◎
と
同
じ
、
一
三
三
～
二
二
四
頁
。

　
　
『
巫
女
の
歴
史
』
。

＠
　
「
小
町
変
貌
」
『
成
慶
国
文
』
第
九
号
。

　
　
『
遊
女
記
』
に
「
上
自
二
郷
相
一
下
及
二
黎
庶
一
莫
レ
下
下
接
二
休
箏
施
中
弦
愛
上
、
又

為
二
人
妻
妾
一
残
レ
身
被
レ
寵
、
難
二
賢
人
君
子
一
不
レ
免
二
此
行
↓
」
と
あ
る
。

◎
　
嘉
禎
三
年
の
条
に
「
従
三
位
藤
兼
高
（
故
権
中
蟄
言
長
方
卿
四
男
、
母
江
口
遊
女

　
木
姫
）
と
あ
る
。

¢
　
『
無
縁
・
公
界
・
楽
』
。

ゆ
拙
稿
「
小
町
伝
説
の
母
胎
　
古
今
集
」
『
同
志
杜
国
文
学
』
第
十
四
号
。

＠
奥
丹
後
地
方
史
研
究
会
『
丹
後
の
伝
説
』
。

＠
　
立
石
憲
利
『
岡
山
の
伝
説
』
十
二
頁
。

＠
　
小
野
礒
雄
家
所
蔵
。

＠
　
『
目
本
巫
女
史
』
二
二
七
～
二
三
二
頁
。

＠
　
話
者
　
吉
田
年
夫
氏
（
明
治
四
十
三
年
生
）
。

＠
話
者
　
酒
向
正
義
氏
（
明
治
四
十
三
年
生
）
。

＠
話
者
　
秋
篠
都
氏
（
昭
和
十
一
年
生
）
。

＠
　
話
者
　
片
岡
ま
つ
え
氏
（
明
治
四
十
年
生
）
。

◎
小
森
良
章
『
神
奈
川
の
史
実
と
伝
説
』
三
十
六
頁
。

＠
　
　
『
語
り
物
文
芸
の
発
生
』
三
九
六
頁
。

＠
乗
岡
憲
正
『
古
代
伝
承
文
学
の
研
究
』
九
三
頁
。

ゆ
　
＠
と
同
じ
。

ゆ
　
柳
田
国
男
「
妹
の
力
」
（
『
全
集
』
九
一
一
八
頁
。

＠
石
上
堅
『
水
の
伝
説
』
一
ニ
ハ
頁
。

ゆ
　
『
原
初
的
思
考
』
一
七
七
～
一
八
○
頁
。

＠
　
拙
稿
「
山
城
の
小
町
伝
説
」
　
『
民
問
伝
承
集
成
』
五
。
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